
防災まちづくり

有田川町

東海・東南海・南海3連動地震 南海トラフ巨大地震

日
本
は
地
震
大
国
で
あ
り
、
い
つ
ど
こ

で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。地
震
は
突
然
起
こ
る
上
に
、

予
測
が
困
難
で
す
。
地
震
は
あ
な
た
や
大

切
な
人
の
命
を
奪
う
脅
威
で
あ
り
、
ま
た

今
ま
で
の
「
当
た
り
前
の
生
活
」
を
一
瞬

で
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

地
震
発
生
の
リ
ス
ク

南
海
ト
ラ
フ
地
震
（「
東
海
・
東
南
海
・

南
海
3
連
動
地
震
」「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
」
の
総
称
）
は
、
今
後
30
年
以
内
に

70
～
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
過
去
約

1
5
0
年
～
90
年
周
期
で
繰
り
返
し
発

生
し
て
お
り
、
最
後
に
発
生
し
た
昭
和
南

9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」

大
地
震
に
備
え
る

海
地
震
（
1
9
4
6
年
）
か
ら
70
年
以

上
経
過
し
て
い
る
た
め
、
今
後
い
つ
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

命
を
奪
う
危
険
か
ら
逃
れ
る

地
震
に
よ
る
死
者
の
多
く
は
家
屋
の
倒

壊
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
地
震
に
よ

る
負
傷
者
の
3
～
5
割
は
家
具
類
の
転

倒
・
落
下
・
移
動
に
よ
る
も
の
で
す
。

地
震
発
生
時
、
屋
内
や
建
造
物
の
近
く

に
い
る
場
合
、
家
屋
や
家
具
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
が
あ
な
た
の
命
を
奪
う
凶
器
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
発
災
直
後
は
命
を
守
る
行
動
を
と
る

突
然
発
生
し
た
地
震
か
ら
命
を
守
れ
る

の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。

いずれも平成26年（2014年）和歌山県地震被害想定調査から引用

大規模な地震が発生した際に想定されている和歌山県の震度
有田川町では東海・東南海・南海3連動地震発生時には震度5強～ 6弱、南海トラフ巨大地震発生時には震度6弱～ 6強になると想定されている。

も
し
今
、
大
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
。

そ
の
時
と
る
べ
き
行
動
と
、
今
や
っ
て
お
く
べ
き
備
え
に
つ
い
て

考
え
ま
せ
ん
か
。	

問
総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）
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